
第 5 回 野洲川地域安全協議会 議事概要 

 

日時：令和 4 年 6 月 3 日（金）10:00～11:30 

場所：草津市コミュニティ防災センター 

【出席者】 

江南 近江八幡市副市長、橋川 草津市長、小島 守山市環境生活部次長、 

野村 栗東市長、栢木 野洲市長、生田 湖南市長、 

伊吹 滋賀県流域政策局長、藤田 滋賀県防災危機管理監、 

北川 滋賀県南部土木事務所長、奥山 滋賀県甲賀土木事務所長、 

大溝 彦根地方気象台長、矢野 琵琶湖河川事務所長 

 

【議事次第】 

１．開会 

２．昨年度の協議会の振り返り 

３．取組方針の見直しについて 

４．構成機関による主な取組内容について 

５．その他情報提供 

６．閉会 

 

【主な発言（委員別）】 

議事 2．昨年度の協議会の振り返り 

議事 3．取組方針の見直しについて 

●ソフト及びハードの目標について 

＜湖南市＞ 

・ ソフト対策の規模が 1/1,000 でハード対策の規模はいくらなのか。 

＜琵琶湖河川事務所＞ 

・ ソフト対策は 1/1,000 確率規模、ハード対策は概ね２０年から３０年を目安として

計画対象期間を定めている河川整備計画の規模としている。 

＜湖南市＞ 

・ 1,000 年確率というソフト対策も含めて、その裏付けとなるハード対策も 1,000 年

確率を基準にして考えているのか。法的な縛りなど含めてわかるように説明いただ

く場をお願いしたい。 

＜琵琶湖河川事務所＞ 

・ 改めて担当者会議の場などで説明させていただく。 

＜草津市＞ 

・ 概ね 20 年から 30 年を目標とした整備計画規模に基づいて、河川の掘削など改修を

行っているが、どれだけの確率を想定しているのか。 

＜事務局＞ 

・ 改めて確認した上で今後報告させていただく。 



議題 4．構成機関による主な取組内容について 

●まるごとまちごとハザードマップについて 

＜野洲市＞ 

・ 湖南市の想定浸水深表示板設置事業で行っている表示板は、想定浸水深の高さに設

定しているのか。 

＜湖南市＞ 

・ 市民の皆さんが見やすい高さに設置している。 

 

以 上  

 


